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ならここの里の民間譲渡に反対の立場で 

予算や条例廃止案、契約などの 

関連議案に反対   
国から借りた償還金・補償8952万7千円は全

額返金し、建物等の施設は現所有者から市が買

い取り、事業者へ無償で譲渡する。その上施設

整備費として3685万円を補助。土地は年135万

7千円で 10年貸付。過疎化も進む災害多発地域

への責任がこれでいいのか。社会教 

育施設、住民の福祉増進の場でもあ 

った公共施設を次々に民間に差し出 

している。 

民生委員の担い手不足解消を

求める意見書を国にあげました  
①  活動範囲と役割の明確化 

② 活動費の充実を早急に対応す

る事を求める 

公共の役割をしっかりと果たせる自治体に 
１１月定例会での審議内容28件のうち共産党議員団は８件の議案等に反対しました。 

（反対理由は以下の4つの内容） 

 
 
共産党議員団は、２０２２年度の決算認定４つ、民間企業への商品券事業、指定管理の２つ 

  

 

《今後の掛川市議会の予定》  
☆2 月定例会（２月１９日～３月２２日）  

３月４日(月)・５日(火)・６日(水)に一般質問が予定されています。２月定例会は来年度の

予算が審議されます。予算に市民要望が反映されるよう審議に参加します。 

 

議員や特別職の期末手当は 

人事院勧告に沿ってあげる必要はない   
物価高騰で苦しみ、様々な事件で自治体への

信頼が揺らいでいるときに、自治体によって違

う給与・報酬を一律の比率で値上げする事に市

民理解は得られない。また特別職報酬審議会答

申もない。 

安心安全な学校給食は 

長期民間委託の前倒しでは 

担保できない      
昨年の給食業者の撤退を受け契約を

前倒しするとのことだが、給食業者の

６割が業績不振に陥っている。調理業

務には物価高騰・人件費増の影響が特

に大きく出ている。本当により良い給

食を子どもたちに提供するには、コス

ト重視の民間委託でなく直営方式に戻

すべきではないのか。 

指定管理の施設にも 

物価高騰対策の補填を  
直営公共施設は光熱費が高騰する中

で全額補正補填されるのに対して、指

定管理施設のところは5％までは自己負

担となり、半分程度の補填しかされな

い。公の施設でありながらこれでは従

業員給与や市民サービスの低下に。全

額補填を求める。 

 

・勝川志保子 

22-1325  
・大井 正 

(090)9918-4515  
ご意見・ご要望お寄せください 

《 日本共産党議員団議員が所属する２つの広域行政の議会報告 》 

◎衛生施設組合（環境資源ギャラリー ごみ処理施設）  全員協議会 （11/16） 大井議員  
当局提案  

令和７年（２０２５年度）からごみの全量を外部搬出・処理したい。 

① 故障続きで､この１年で２回の緊急停止と外部処理が発生。 

② 改修見積もりが７９億。メーカー側は改修しても安定稼働の保証がないという。 

③ 処理費用は外部搬出より１０億円ほど多くかかる。 

④ 事前に時期を決めて受入要請をして、安価に安定した委託をしたい。  
質疑 

◉受入れ先は。→県内の複数自治体 決定前の公表は相手方の住民合意があるためできない。 

       不測の事態に備えて複数の民間企業にも合意を取る。 

◉費用は。→実証実験では55,000円/t これよりは安くなる予定 毎年見直しになる。 

◉現施設がこのように使えなくなった原因の検証を。→議会の意思を尊重し検証する。 

◉あらゆる事を速やかに公開を。→速やかな情報公開を行なう。 

◉ごみの減量化を進めるべき。→外部搬出を減らすため重要  市民にもお願いする。 
 

 税金を使っての市民サービス  できるだけ安く、安心で安定的なゴミ処理を。 

◎中東遠総合医療センター 臨時企業団議会・全員協議会 （10/26） 勝川議員  
病院経営・運用 救急車の搬送、救急センター受診者数も増えている。  

人間ドックも増。１人あたりの診療単価も上がっている。    
病院の整備 2０２９年度に６７億円の建設費で救急部門整備、集中治療室整備を等行なう。   
小児科医師逮捕起訴について ７／２９の逮捕後、７／３１に臨時幹部会議、８／２２外来診察

室の運用基準を見直し、診察室に第３者の目があるようにする。起訴を受けて医師は休職に。 

当初医師の早期復帰を望む声が寄せられたが、その後怒りや不信感を示す家族が増加。て

いねいな説明と診療に努めている。障害児診療等地域医療に支障をきたさないように対応し

ている。 
 
敷地内薬局 入った企業が他市で不正を行ない逮捕者が出ているが、中東遠の契約は大丈夫

か質問。回答は｢全く問題ない｣だった。 
 

医師のわいせつ容疑での逮捕・起訴というあってはならない事件への対応が余りに

遅く、議会や市民にきちんと説明がなされなかったことが残念。公共のお金も使って

運営している公立病院として、多額の費用がかかる増改築は、計画段階からもう少し

市民の意見を取り入れる場が必要なのではと感じる。 

 

 

  

 

 

 

 

自民党会派の反対で出す事ができなかった 
ガザの停戦・平和的解決を求める決議  

共産党議員団は原案を出し、修正にも応じながら各

会派への働きかけを行ないましたが、静岡市､藤枝市

などで出された意見書は掛川市議会では｢必要がない｣

とする創世会の反対で出すことができませんでした。 

 


